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ラジオ波焼灼術（RFA）術者認定

東大和病院 乳腺外科 科長  松尾 定憲
まつ お　 さだ のり

ラジオ波焼灼療法で
早期乳がんを
「切らずに」治療する

　ラジオ波焼灼療法は、超音波でがんの位置を確認しながら、皮膚表面
から専用の電極針を腫瘍に刺して通電し、周辺の組織を約70℃まで加
熱し、がん細胞を死滅させる治療方法です（図1）。

　従来の乳房温存療法はがんを手術で切除するため、乳房が変形したり
傷跡が残る可能性がありますが、ラジオ波焼灼療法は傷が目立たず変形
もほとんどみられません。通電時間は約5～10分、手術時間は1時間程度
で、全身麻酔から醒めても痛みが少なく、身体的な負担が軽い治療である
ことが特長です。入院期間は4日ほどで、早期の社会復帰が可能です。

　治療後の焼灼部位はしこりとして残ることがあります。合併症としては、
部位周囲の熱傷、出血、ひきつれなどを起こす可能性があります。また、皮
膚熱傷（1.9％）、乳房の硬結（2.7％）、皮下出血（1.1％）などが報告され
ています。

乳がんラジオ波焼灼療法とは

適格
◦ 造影MRIや超音波検査等の術前画像検査すべてにおいて
腫瘍の長径が1.5㎝以下であること

◦ 腋窩リンパ節転移及び遠隔転移を認めない単発限局性の
早期乳がんであること

◦ 皮膚への浸潤や皮膚所見が認められないこと
◦ 今回の乳がんに対する前治療（化学療法・ホルモン療法・放
射線治療など）の既往がないこと

◦ 年齢が20才以上であること
◦ 術後放射線治療が実施可能なこと

不適格
◦ 妊娠中、もしくは妊娠している可能性がある
場合

◦ 心臓ペースメーカまたは植込み型除細動器
を留置している方

◦マンモグラフィで広範囲に石灰化を認める
場合

◦ 重篤な心疾患・脳疾患を有している場合
◦ 人工骨等が体内にある方
◦ 多臓器転移が認められる場合

　2024年10月、東大和病院は日本乳癌学会から経皮的
乳がんラジオ波焼灼療法（Radiofrequency Ablation：
RFA）の実施医療機関として認定され、乳腺外科で治療が
可能となりました。東京都内でこの治療を受けられるの
は、当院を含めて9施設※ のみとなっています。

東大和病院が

実施医療機関に認定されました！

　ラジオ波焼灼療法を希望される方は、まず外来を受診していただき、
治療が適応かを検査で判断する必要があります。日本乳癌学会の定め
る以下の「適格基準」を満たす方が、この治療を受けることができます。
外来受診についてはお気軽にお問い合わせください。

　術後は放射線療法を行います。また画像検
査・病理組織検査により、がん細胞が残存して
いないか、焼灼部位でがんが再発していないか
を確認します（図2）。

　東大和病院では、乳腺外科医、放射線治療
医、病理診断医及び熟練したメディカルスタッ
フが協力して、精度の高い術前診断と術後の
フォローアップを行う体制を整えています。

　病理診断医がラジオ波焼灼療法に関わるタイ
ミングは2回あります。1回目は、乳がん治療前の
腋窩リンパ節生検。2回目は、治療から3カ月後に
焼灼部位に行う生検です。

　1回目の腋窩リンパ節生検では、脇の下付近の
センチネルリンパ節へのがん転移の有無を調べま
す。このリンパ節は「見張り番」と呼ばれ、がんが
最初に到達すると考えられる、腫瘍近くのリンパ
節です。松尾医師が摘出した腋窩リンパ節を顕微
鏡下で確認し、転移が認められなければラジオ波

治療を受けるには

充実したフォローアップ体制

※ 一般社団法人 日本乳癌学会
　「ラジオ波焼灼術（RFA） 日本乳癌学会承認施設 一覧」（2024年12月19日現在）

ラジオ波焼灼療法から
3～4週間後

従来の手術療法と同様に放射線療法
を行います。また必要に応じてホルモ
ン療法や化学療法を行います

放射線治療終了から
1～2カ月後

造影MRI検査と吸引式針生検を行い
腫瘍の残存を確認します

乳がんの残存が
認められた場合 外科的切除を行います

焼灼療法が行われます。2回目はラジオ波+放射
線治療の3カ月後に行う焼灼部位の生検です。生
検した組織に特殊な染色を行い、がん細胞が十
分焼灼されたかどうかを確認し、がん細胞が死滅
したと考えられる場合には「治療がうまくいった」
と判断します。

　このように、松尾医師
とのチームプレーで治
療の効果を判定します。
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ラジオ波焼灼療法における病理組織検査

図2. 術後のフォローアップ

図1. ラジオ波焼灼のイメージ
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